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要 旨

菌床栽培用きのこの育種と栽培技術の改良を図るため、遺伝資源としての野生きのこの探索

とその特性解明を行うとともに、これらを用いて新品種の作出と新品目の栽培技術の開発を行っ

た。また合わせて、きのこ培地材料に関する検討を行った。これらの主な結果は、次のとおり

である。

① 遺伝資源として野生きのこの菌株を収集し、 20種191系統を分離・培養し保存に供した。

特に、ナメコは95系統収集した。

② ナメコ野生菌株の栽培特性の検定を行い、空調栽培用極早生品種の選抜基準として、発

生処理をしてから原基が形成されるまでの日数及び子実体個数が重要であることが示唆さ

れた。また、小規模栽培でも一般栽培と相関性があり、選抜方法として利用できることが

示唆された。

③ ナメコについて、野生及び在来菌株のー核菌糸体の交配により 1，056系統を分離した。

これらの中から、菌糸体の特性、栽培特性を基に、空調栽培用の極早生品種として4系統

を選抜した。

④ ナメコ空調栽培用品種として選抜した交配株 4系統について、遺伝的特性、生理的特性、

栽培的特性の解明を行い、品種登録出願品種として 2系統を選抜した。

⑤ ヌメリスギタケの菌床栽培技術の開発を図った。野生菌株について生理的特性及び栽培

的特性を解明するとともに、試験栽培により栄養材、培養期間等の栽培技術を検討し、以

下の結果を得た。

ア PDA培地での菌糸体の最適伸長温度は250Cであった。

イ 高温耐性について調べたところ、 500C24時間で死滅した。凍結耐性については、

-80C72時間、 -180C72時間いずれにおいても生存していた。

ウ 好適な子実体発生温度は15~180Cであった。

エ 800cc広口ビンを使って栽培試験を行い、菌床栽培適性のある1系統を選抜するととも

に、栄養材にコーンプランを用いる栽培方法により、ビン 1本当り平均120gを越える

収量を得た。

⑥ ヤマブシタケの菌床栽培技術の開発を図った。野生菌株について生理的特性及び栽培的

特性を解明するとともに、試験栽培により発生温度、栄養材、培養期間等の栽培技術を検

討し、以下の結果を得た。

ア PDA培地での菌糸体の最適伸長温度は250Cであった。

イ 液体培地での菌体量を最大にする温度は200
C付近であった。

ウ オガコ培地で、の菌糸体の最適伸長含水率は60~62%であった。

エ 菌床栽培での子実体発生温度は、子実体の形状を整えるため120C程度が妥当であった。

オ 栄養材としてはスーパープランが収量及び品質で適することが認められた。

カ 培養期間としては、ブナオガコ培地では20日程度でよいことがわかった。スギオガコ

E
U
 



長野県林総セ研報第12号(1998)

もブナオガコを用いた場合に近い収量が得られるため利用の可能性が示唆された。

⑦ クリタケの菌床栽培技術の開発を図った。野生菌株について生理的特性及び栽培特性を

解明するとともに、空調栽培、林内栽培、簡易施設栽培等の栽培技術を検討し、以下の結

果を得た。

ア PDA培地での菌糸体の生育温度範囲は 3-30oC程度であり、最適伸長温度は25
0

C前

後であった。

イ オガコ培地での菌糸体の最適伸長含水率は65-70%で、あった。

ウ オガコ培地へのコメヌカの添加量としては、培地重量の10-20%で菌糸伸長が最適で

あった。

エ 野生菌株を用いた空調ビン栽培により、ブナオガコとコーンプランを用いた栽培方式

で培地重量の15%近い収量を得ることができ、原木栽培のみであったクリタケについて、

菌床栽培の可能性を示した。

オ 培養菌床を林内土壌中に埋設することで子実体を複数年発生させることができた。

カ 培養菌床を鹿沼土に埋設し、パイプハウス内で保温加湿することにより、発生処理後

4か月間で培地重量の平均27%の収量が得られた。

⑧ ナメコ栽培用培地及び培地材料のC/N比を測定して、培地組成を検討するための基礎

資料を得た。

⑨ 各種栽培きのこの培地成分の子実体への取り込みに関して研究している森林総合研究所

と共同し、ナメコについて、分析試料の供給と添加濃度と収量の関係の把握を行った。
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1.はじめに

きのこ栽培において菌床栽培の拡大が顕著になっているが、収量の増加や品質の向上等改良すべき

点が多い。そのため、遺伝資源の収集を行うとともに、これまでに収集 した (1)野生及び既存の菌株

を用いて収量性、 品質等のスクリーニングを行い、得られた菌株をバイオテクノロ ジ一等の技術 (j)

を駆使して菌床栽培用きのこの育種を進めた。 一方、 未利用樹種等のバイオマスの利用による菌床栽
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培用培地の改良や生育期間の短縮等栽培技術の改良を進めた。

なお、本研究は国補「地域バイオテクノロジ一実用化技術研究開発事業」の一環として実施した。

ll.遺伝資源の収集と保存

1 .目的

遺伝資源として野生きのこの菌株を収集し保存する。

2. 試験の方法

採集した子実体の組織・胞子・腐朽材を定法 (2)により分離・培養した。その後継代培養法 (2)及

び凍結保存法 ωにより菌株を保存した。

3.結 果

別添リストのとおり 20種191系統を分離・培養し、保存に供した。

特にナメコについては、県内の小谷村、野沢温泉村、栄村をはじめ、新潟県、福島県、山形県、

秋田県、富山県においても重点的に採集を行い、 95系統を保存に供した。

ill. ナメコ空調栽培用品種の開発

1 .収集菌株の特性検定と選抜法の開発

(1)目 的

収集した野生菌株の培養・栽培特性を検定して、ナメコ空調栽培用品種・育種素材の選抜及び

選抜法の開発を行う。

(2) 試験の方法

長野県林業総合センタ一保有の野生菌株39系統を用いて一般的に実用化されている方法で栽培

試験(以下、一般栽培)を行った。詳細な栽培条件は、図・ E・1-1の脚注に示した。栽培ビ

ン数は1系統 9~12本とした。

調査項目は、培養終了から子実体原基を形成するまでの日数(以下、原基形成所要日数)、培

養終了から最初の子実体が収穫される までの日数(以下、収穫所要日数)、収穫子実体個数、収

量である。収穫は、子実体の傘の幕が開く前に行い、収量は、茎を 2cmに切った生重量とした。

同じ菌株を用いて、小規模の栽培試験(以下、小規模栽培)を行った。栽培条件は、培地量

350g、培養日数67日間と109日間、栽培ビン数 1系統3本とした。他の条件は、一般栽培と同様

である。調査項目は、原基形成所要日数、収穫所要日数、収量である。収穫は、最初の1回のみ

行い、株ごと採取した生重量を収量とした。

(3) 結果と考察

① 一般栽培による特性

同一栽培方法による各系統ごとの(1)原基形成所要日数と収穫所要日数聞の関係と (2)収量と

子実体個数聞の関係を図・ E・1-1及び図 .m・1-2に示した。図に示すように、いずれの

関係も強い正の相関が存在することが分かった。原基形成所要日数と収穫所要日数の比は本条

件では1.3~2.1であった。(1)の相関性は原基形成所要日数の長短で生育期間の長短判定がで

きることを示唆し、 (2)の相関性は子実体個数が収量を決定する要因であること、さらにその

元となる原基数の重要性を示唆した。

原基数と子実体個数とは異なるが、発生処理刺激に対して栄養増殖中の菌糸体の各部位が同

調して分化過程に入り、多数の原基を形成することで、結果として子実体個数を増やし高収量
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化につながると推察された。

図 .m・1-3に示すように、 (3)平均子実体重量と原基形成所要日数の間も弱いながら正の

相闘が見られた。一方、図 .m・1-4及び図 ・E・1-5に示すように、負の相関性が(4)原

基形成及び収穫所要日数と収量の問、並びに図 .m ・1-6及び図 ・E・1-7に示すように(5)

原基形成及び収穫所要日数と子実体個数の聞に存在することが分かった。

これらの結果をあわせて、高収量化への1つの方向としては、菌糸体各部位の生理及び分化

的同調性の確立により、すみやかに多数の原基が形成されることの重要性が推察された。

② 小規模栽培による特性

一般栽培と同一菌株を用いて、培地重量、培養日数等を変えて行った小規模栽培でも、図 -

E ・ 1-9~14'こ示すように、 (1) 、 (4) の相関性は、一般栽培と共通に見られた。 このこと

から、原基形成所要日数と収穫所要日数の関係、原基形成所要日数及び収穫所要日数と収量の

関係は、培地重量、培養日数を変化させたり、栽培ビン数を減らしても共通して把握できるこ

とを示唆している。

(4) まとめ

① 空調施設栽培に適する高収量で短期栽培品種を育種するためには、原基形成所要日数が短く、

子実体個数が多い菌株を選抜することが重要であることが示唆された。

② 小規模栽培で も一般栽培と相関性があり、選抜方法として利用できることが示唆された。
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2. 交配による系統の作出と選抜

(1)目的

ナメコについて交配により空調栽培用極早生系統を作出する。

(2) 試験の方法

ナメコについて、野生及び在来の計11系統を用いて単胞子分離によりー核菌糸体を取得し、こ

れらの交配により 1，056系統分離した (4)。

予備選抜として、分離系統の寒天培地上での菌糸体伸長及び菌叢の状態等により菌糸体の活力

の明らかに劣っている株を排除した。

1次選抜として、順次小規模の短期栽培により子実体原基形成所要日数・子実体収穫所要日数 ・

収量等を調べた。栽培方法の概要は、図 .m ・2-1の脚注に示した。

2次選抜は、 1次選抜された系統について順次一般栽培試験により行い、実用性を検討した。

栽培方法の概要は、図 .m ・2-2 ~ 3の脚注に示した。

(3) 結果と考察

小規模の短期栽培により原基形成が早く収量性の良いと思われる系統を一次選抜した。子実体

が発生した系統についての結果の一部を図・ E・2-1に示した。

2次選抜結果の概要は、図 .m ・ 2 ・ 2~3 に示した。この内、 307、 308、 310、 324の 4 系統

については、 2回の試験結果で空調栽培用極早生品種として優れた特性を持っと判断した。
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容器:500ccpptツ 広葉樹 7n=10:2含水率 65% 借地重量 :350g 

縫養温度:20-c 発生温度:150C 収穫調査:一番収穫のみ
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収穫 ・長野県ナメコ出荷規格により足切り秤量
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図， 111.2-3 ナメコ交配株試験栽培結果(2次選抜)

-1ビン当たり収量一

容器 800cc広ロビン広葉樹フスマ コーンプラン=10: 含水率 64-66%

増養温度 20"C 発生温度 14"C収穫期間 45日 供試数 1区11-12本

収穫 長野県ナメコ出荷規格により足切り秤量

3. 作出系統の特性の解明

(1)目的

ナメコ空調栽培用極早生品種として選抜された系統の遺伝的、生理的特性及び栽培的特性を明

らかにする。

(2) 試験の方法

交配により作出 ・選抜され、空調栽培用極早生品種として優れた特性を持っと判断された4系

統について、品種登録出願のために定められた遺伝的特性、生理的特性、栽培的特性、形態的特

性の特性調査を行った。調査方法は「ナメコ特性調査方法J (5)によった。対照品種としては、

東北N151、森13号を使用した。

(3) 結果と考察

収量性、形状等から307、310(写真 .m・3-1 )の2系統を極早生品種として最終的に選抜し
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た。これらの試験結果の一部を表 .m・3-1-3及び図 ・E・3-1-2に示した。対峠培養によ

る遺伝的特性の検定では、 着色を伴う帯線の形成はなか ったが、 307、310とも対照品種に対して嫌

触反応を示 した。栽培的特性としては、対照品種に対して収量性が特に優れていた。形態的特性と

しては、 傘径と柄長の比で形態のバランス を調べると、307、310とも対照品種に対して柄長が長かっ

fこ。

写真 .m -3-1 ナメコ310

表-m -3-1 寒天培地による対時培養

品種 N151 森13 307 308 310 324 

N151 1::!: 1::!: 1::!: 1土 1土

森13 2:!: 2:!: 1::!: 1::!: 

307 1::!: 1::!: 1::!: 

308 2土 2:!: 

310 1::!: 

324 

色素形成を伴う帯線 + 
差が著しい嫌触反応 3 十

差が大きい嫌触反応 2 + 

差がある嫌触反応 1 + 

差がない

mm 

so 法会¥+
f申40 -・一森13

長 30r h7 ，¥ 一量一 307

10〆 、十308

一世ー 310
O 

5 10 15 20 25 30 __324 

g/培地

収

量

温度("C)
307 310 N151 森13 308 324 

図-111-3-1 温度月IJ菌糸体の伸長 (POA、 7日間)
品種

図 111-3-2 ナメ コ収量(箱主主指)

n
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表-皿 .3-2 ナメコ形態的特徴(生育初期)

品種 i傘:径阻 柄長岨 柄の直経岨 傘径/柄長

N151 18.5 34.5 6.9 0.57 

森 13 19.3 30.8 6.3 0.63 

307 19.2 41.1 5.7 0.47 

308 17.1 38.7 6‘2 0.45 

310 18.3 39.6 4.7 0.48 

324 16.3 5.5 7.3 0.65 

表.m・3-3 ナメコ形態的特徴(成熟期)

品種 傘径阻 柄長阻 柄の直経阻 傘径/柄長

N151 26.2 49.1 6.1 0.54 

森13 27.7 29.4 5.7 0.98 

307 22.8 44.8 5.4 0.57 

308 21.9 46.1 5.5 0.49 

310 24.7 53.9 5.9 0.47 

324 22.1 46.9 6.6 0.47 

日ヌメリスギタケ菌床栽培技術の開発

1 .目的

ナメコと同属であるヌメリスギタケについては、生理・生態的特性の検討 (6)や一部で試験栽培(7)

が行われているが、栽培技術が確立していない。そこで、培養・栽培特性を検討し、菌床栽培の体

系化を図る (8)(9)。

2. 試験の方法

(1)供試菌

長野県林業総合センタ一保存のヌメリスギタケ野生菌株No.1 ~No. 4の4系統。

(2) 温度別の菌糸体伸長

ヌメリスギタケ野生菌株No.1 ~No. 4の二核菌糸体について、温度別菌糸体伸長量を測定した。

シャーレ (9cm) のPDA培地に、あらかじめ PDA培地に200Cで 7日間培養した菌糸体を 4mm 

コルクボーラで寒天ごと打ち抜いた菌糸片を接種し、 50C-350Cの7段階に設定した恒温器で 7

日間培養して菌糸体伸長量を測定した。測定は伸長コロニーの直径を長径、短径の 2方向につい

て計測し両者の平均値をもって伸長量とした。供試シャーレ枚数は l菌系それぞれ 3枚とした。

(3) 培養菌糸体の高温耐性 ・凍結耐性 (JO)

No. 3の二核菌糸体をあらかじめ45日間培養したブナ小片を供試試片とした。高温耐性について、

PDA培地に接種した試片を40
0

C、500Cの恒温器内に、それぞれ 1、 4、8、12、24時間置いた

後、 20
0

Cの恒温器に戻して生死を判定した。凍結耐性について、-80C、-180Cで5、10、24、

48、72時間のそれぞれについて低温器内に試片を置いた後、高温耐性の場合と同様に生死を判定

内
喝
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した。 1区につき試片は 5片とした。

(4) 樹種別の培地水分と菌糸体伸長

ブナ、スギ辺材、ヒノキ辺材のオガコとコメヌカを 4 1 の重量比で混合し、含水率を45~

75%程度に調整した。このオガコ培地約30gをシャーレ (9cm)に圧縮して詰め1.2kg/cnf120
0

C 

で60分間滅菌した。その後、あらかじめ PDA培地に200Cで7日間培養したNo.3の二核菌糸体を

接種し、 250Cで7日間培養して菌糸体の伸長量を測定した。供試シャーレ枚数は l菌系当り 5枚

とした。

(5) 温度別子実体の形成

No. 1 ~No. 4の4系統について、温度別の子実体原基形成日数、子実体発生量、発生個数を調べ

た。ブナオガコ培地[ブナオガコ:スーパープラン=10: 2 (容積比)含水率65%Jを100cc三角

フラスコに40g詰め1.2kg/cnf1200Cで40分間殺菌を行った。接種後、 200Cで43日間培養した。発

生時には、発生室の温度を150C、180C、210Cの3段階に設定し超音波加湿器で空中湿度を常時高

めた。発生量調査は49日間行った。供試三角フラスコの数は 1区当り 10本とした。

(6) ビンによる試験栽培

① No. 1、 2については、ブナ・コメヌカ培地を用い、コメヌカの添加をブナオガコに対し容積

比10・ 1区と10:2区を設けて800cc広口ビンによる試験栽培を行い、収量 ・発生個数 ・発生

経過を調べた。培養は200Cで90日間、収穫調査は60日間行った。

② NO.3、4については、ブナ・スーパーブラン培地[ブナオガコ:スーパープラン =10: 2 

(容積比)Jを用い、 250C75日培養区と20oC87日培養区を設けて、 800cc広ロビンによる試験栽

培を行し¥収量 ・発生個数 ・発生経過を調べた。収穫調査は60日間行った。

③ 栄養材比較試験

ブナオガコにコーンプラン、スーパープラン、フスマ、コメヌカを用いて10:2の容積比で

含水率を65%に調整した。この培地を用いて800cc広口ビンによる試験栽培を行い、収量 ・発

生経過等を調べた。培養は200Cで75日間、収穫調査は60日間行った。供試菌は、 No.3である。

④ 短期培養試験

ブナ・コーンプラン培地[ブナオガコ:コーンプラン=10: 1 (容積比)含水率64%区、ブナ

オガコ:コーンプラン=10: 2 (容積比)含水率65%区と800cc広口ビン]を用いて、 20oC60日

の短期培養により試験栽培を行った。収穫調査期間、調査項目は③と同様にした。供試菌は、

NO.3である。

3. 結果と考察

(1) 温度別菌糸体伸長量

測定結果を図 o N-1 ，こ示す。いずれの系統とも250Cで菌糸伸長量が最大であったが、 No.3、

4は300Cにおいても比較的良好な菌糸の伸長がみられた。 No.3は他の系統に比べて菌糸伸長量が

優れていた。

(2) 高温耐性 ・凍結耐性

① 高温耐性

400Cではいずれの時間でも死滅しなかったが、 500Cでは24時間で死滅した(表 oIV-l)。

② 凍結耐性

-80C、-180Cいずれの試験区においても生存していた(表・ N-2)。

③ 樹種別の培地水分と菌糸体伸長
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測定結果を図 .IV -2に示す。いずれの樹種でも含水率の増加につれて伸長量は増加する傾

向にあり、 70%程度でほぼ横ばいとな った。同属のナメ コ、ヌメリスギタケモドキ (11)と同様

に高含水率を好む菌であることがうかがわれる。 しかし増加傾向は樹種によ って異なり、スギ

は50%台の含水率において、すでにピークに近い伸長量を示すのに対して、ヒノキ、 ブナは

70%程度の含水率まで伸長量がしだいに増加した。また、 ヒノキはと‘の含水率で、もブナより伸

長量がまさっており、針葉樹の利用という点で興味深い結果となった。

mm 
一一一-No.1

トo
一-- No.2 

-ーー.-... 、
ー目ー-No.3、

体 30
， 、， 、

一ーー-No.4 
伸 20

， 
，一二ゐ

、
， 、

長 10
量 o 1:.ニー'FF 、ー¥量l

℃ 

5 10 1 S 20 2S 30 3S 

温度

図・IV-l ヌメリスギタケ温度別菌糸体伸長霊(7日間)

表 .W-1 ヌメリ スギタケ (二核菌糸体)の高温耐性

時間 (h.) 
温度

1 4 8 12 24 

40t + + + + 十

50t + 十 + + 

+生一;致死

表 .W-2 ヌメ リスギタケ (二核菌糸体)の凍結耐性

時間 (h.) 

温度
5 

-8t + 

-18t + 

•• 
40 

菌糸 30 
体

。 。. 

量 10 • • • 。
35 40 45 

10 24 48 

+ + + 

+ + + 

+生 一;致死

。 。
0 .・-・•• • 0・・。。 • • 

• 

50 55 60 65 70 75 80 

含水率

-ブナ

・スギ

72 

+ 

十

。ヒノキ

% 

図・ IV-2 ヌメリスギタケ樹種別の借地水分と菌糸体伸長
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(4) 温度別子実体の形成

結果は表 .IV -3のとおりである。No.3以外の 3系統は、 21
0

Cでは子実体原基及び子実体を形

成しなかった。原基形成所要日数について、 No.3は180Cで最も短かった。ま た、その他の系統も

150Cより 180Cが短かった。発生子実体重量については、 15
0

C、18
0

Cの両者に明確な傾向はなかっ

た。すみやかな原基形成の点では180Cが良かったが、発生子実体重量の点では15
0

C、18
0

Cに大差

がなく、好適な発生温度は15-180Cと考え られた。

表 .W-3 ヌメリスギタケの温度別子実体形成

子実体発生温度

系統名
15"C 18"C 21 "c 

原基形成 子実体 子実体 原基形成 子実体 子実体 原基形成 子実体 子実体

所要日数 重量 g 個数 所要日数 重量 g 個数 所要日数 重量 g 個数

No1 10.0 3.7 1.7 9.4 2.5 1.7 

No.2 22.8 3.0 1.3 21.4 4.1 3.4 

No.3 11.4 6.7 3.8 7.8 6.0 3.9 10.4 1.4 2.0 

No.4 36.9 3.1 3.5 29.1 2.8 

注)数値はいずれも平均値

(5) ビンによる試験栽培(写真 .IV-l)

① No.1、 2は栄養材に コメヌカを用いて試験栽培を行なったところ、いずれも収量はあまり多

くなかったが、発生処理後一番発生までに要する日数はNo.1がより短く、収量はNo.2がよ り多

かった。また、いずれの系統ともコメヌカを 1容より 2容混ぜた区で収量が多くなっ た。結果

を表 ・IV-4に示す。

② No. 3、4は栄養材にス ーパープラ ンを用いた。No.3はどちらの試験区でも平均で100gを越

える発生があったが、一番発生までに要する日数は200C87日培養区がより短く 、全収量に占め

る一番発生の割合は20
0

C75日培養区が多かった。No.4はNo.3の半分程度の収量であっ た。一番

発生までに要する日数はNo.3と同様に200C87日培養区でより短か ったが、いずれの区でも早期

集中発生はしなかった。結果を表.IV -5に示す。

③ 栄養材比較試験

コー ンプラン区は発生処理後30日までにビ ン1本当たり 91gの子実体が発生し、総収量も

130 g近 くあり 、子実体が早期に集中発生することが確認された。ス ーパープラン区でもほぼ

100 gの総収量を示したが、フスマ区とコメヌカ区の総収量は60g程度に とどまった。子実体

l個当たりの重量はコメヌカ>フスマ>ス ーバープラ ン>コー ンプランの順に重く 、コー ンプ

ランを使用すると小型の子実体が多数できることが確認された。結果を表 .IV -6に示す。

④ 短期培養試験

ビン l本当たり総収量はコ ーンプラン 1容区で61g 、 2容区で97gであり、発生処理後30日

までの収量はそれぞれ59g 、65gであ った。 2容区であっ ても③におけ る75日培養の コー ンプ

ラン区より総収量、早期の収量とも少なかった。60日という短期培養では75日培養より収量は
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Nu1 

No1 

No2 

Nα2 
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少ないものの コー ンプ ランを 2容施用することによ り100g程度の収量は得られることが確認

できた。子実体 1個当り の重量はコー ンプラン l容区より 2容区が多かったが、③におけるコー

ンプラン区と2容区を比べるとほと んど差がなかった。結果を表 .IV -7に示す。

表 "W-4 ヌメリスギタケ試験栽培結果①

培養 子実体発生経過 (800cc広ロビン1本当り平均値) 培養

培地組成
個重

後
供試

温度 1- 11- 21- 31- 41- 51- 本数
日数 日 合計 g 

pH 10 20 30 40 50 60 

7"ナ:コメヌカ = 20'C 個 2.5 6.1 0.4 9.0 1.16 4.5 11 

10 : 1 (容) 90日
2.7 6.9 0.9 10.5 g 

プナ:コメヌカ= 20'C 個 8.9 0.6 0.4 0.3 10.2 1. 79 4.6 12 

10 : 2 (容) 90日
14.2 0.8 2.1 0.8 17.9 g 

プナ:コメヌカ = 20'C 個 3.2 7.7 0.6 11.5 2.91 4.9 13 

10 : 1 (容) 90日
5.4 26.9 1.2 33.5 g 

7.ナ:コメヌカ = 20'C 個 12.6 12.9 1.4 0.3 27.2 1.40 4.5 13 

10 : 2 (容) 90日
10.8 21.9 4.6 0.8 38.1 g 

注)発生温度 15'C 超音波加湿 菌かき処理

表"W-5 ヌメリスギタケ試験栽培結果②

培養 子実体発生経過 (800cc広口ピン1本当り平均値) 培養

系統名 培地組成 温度
個重

後
供試

1- 11- 21- 31- 41- 51-
日数 日 dロ弘 主百t g 

pH 
本数

10 20 30 40 50 60 

7"ナ:スーハ.-7'うン 20'C 個 18.1 0.5 4.9 31.3 3.53 5.2 12 
No3 

75日= 10 : 1 (容) g 80.6 2.4 27.6 110.6 

7'ナ:スーハ.ー7'うン 20'C 個 17.8 1.9 6.2 5.1 31.0 4.09 5.0 12 
No3 

87日= 10 : 1 (容) g 48.2 10.1 36.3 32.2 126.8 

7.ナ:スーハ.-7.うン 20'C 個 0.7 0.8 3.2 2.3 7.0 6.32 5.2 12 
Nα4 

75日= 10 : 1 (容) g 2.8 8.0 20.2 13.3 44.3 

7'ナ:ス』ハ.-7'ラン 20'C 個 3.6 3.3 1.4 2.1 7.9 18.3 3.66 4.9 12 
No4 

87日=10: 1 (容) g 15.8 7.8 6.8 4.8 31.8 67.0 
一一一一

注)発生温度 15'C 超音波加湿 菌かき処理
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表 .N-6 ヌメ リスギタケ栄養材比較試験結果

培養 子実体発生経過 (800cc広口ピン1本当り平均値)

系統名 培地組成 温度
個重 供試

1~ ll~ 21- 31- 41- 51-
日数 日 合計 g 本数

10 20 30 40 50 60 

7"ナ:コーン7.:1ン 20'C 個 3.3 33.9 5.1 3.6 45.9 2.8 23 
Na3 75日= 10 : 2 (容) g 9.5 81.4 21.5 16.1 128.5 

7"ナ:ス』ハ.-7.うン 20'C 個 19.5 10.7 0.1 30.3 3.2 22 
Nu3 75日= 10 : 2 (容) g 66.5 30.7 1.0 98.2 

7.ナ:7Aマ 20'C 個 8.5 8.5 0.4 17.4 3.4 23 
Nu3 75日= 10 : 1 (容) g 34.0 22.4 2.9 59.3 

7"ナ:コメヌカ 20'C 個 8.1 7.4 0.2 15.7 3.8 22 
Nu3 75日= 10 : 1 (容) g 32.0 25.6 1.4 59.0 

注)発生温度 15'C 超音波加湿 菌かき処理

表 .N-7 ヌメリスギタケ短期栽培試験結果

培養 子実体発生経過 (800cc広ロビン1本当り平均値)
個重 供試

系統名 培地組成 温度 1- ll- 21- 31- 41- 51- 本数日 合計 g 
日数 10 20 30 40 50 60 

7"ナ:コーン7.:1ン 20'C 個 26.0 1.1 27.1 2.3 23 
Na3 

= 10 : 1 (容)
60日

g 58.5 2.6 61.1 

7"ナ:コーン7.ラン 20'C 個 21.2 3.1 2.8 6.4 33.6 2.9 23 
Nu3 

= 10 : 2 (容)
60日

g 64.8 8.0 6.3 17.8 96.9 

ー一一』ー一一一ー

注)発生温度 15'C 超音波加湿 菌かき処理

写真 .N-1 ヌメリスギタケビン栽培による子実体
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菌床栽培用きのこの育種と栽培技術の改良

v.ヤマブシタケ菌床栽培技術の開発

1 .目的

ヤマブシタケは、中国で近年栽培化が進み、食用 ・薬用として用いられている (J2)。日本では一

部で試験的な栽培 (β)(J4)が行われているが、栽培技術が確立していない。そこで、菌床栽培のた

めに必要な生理特性の解明及び栽培技術の検討を行う (JS)(J6)。

2.試験の方法

(1)供試菌

長野県林業総合センタ一保存のヤマブシタケ野生菌株No.1、2の二核菌糸体。

(2) 温度別の菌糸体伸長

5 ~350Cの7段階についてPDA培地での温度別の菌糸体伸長量を調べた。方法は、 IV • 2・(2)

と同様に行った。

(3) 温度別の菌糸体重量

10、15、20、25、310Cの5段階について2種類の液体培地 (MY:マル卜エキス 2%、イース

トエキス0.4%、 SMY:シュークロース 1%、マルトエキス 1%、イーストエキス0.4%)で24日

間培養後の菌糸体絶乾重量を調べた。

(4) 含水率別の菌糸体伸長

オガコ培地(ブナ:スーパーブラン=10: 2) で42%~73%の聞の7段階について含水率別の

菌糸体伸長量を調べた。培養温度及び期間は、 250Cで7日間である。

(5) 温度別子実体の発生

少量のオガコ培地により、 120C、150C、180Cの3段階の温度で子実体を発生させ、温度別に子

実体の形態を観察し、発生に適した温度を検討した。 100ccのコニカルビーカーにブナオガ、コと

スーパーブランを10:2の容積比で混合した培地(含水率65%)約40gを30cc程度に圧縮して詰

め、アルミ箔で二重に栓をし、1.2kg/cnf1200Cで40分間殺菌後、 PDA培地に培養した菌糸体を

寒天ごと切り取って接種した。 200Cで25日間培養後、アルミ箔の栓をはずして、 3段階の温度に

設定した恒温室で子実体の発生に供した。恒温室は超音波加湿機により常時湿度95%以上にし

た。

(6) 栽培試験

800ccのPPピンを用いて菌床栽培試験を行い、表・ V-1の試験区分により培地添加物と発生

温度が子実体の収量、形状に及ぼす影響について調査した。ブナオガコにスーパープランまたは

コーンプランを10:2の容積比で配合した。 200Cで41日間培養し、 菌かき後120Cまたは150Cで超

音波加湿機により常時湿度95%以上で子実体を発生させた。 収穫調査期聞は79日間とした。収穫

した子実体は一番発生について表・ V-2の規準に基づき等級区分を行った。

(7) 培養期間の検討

表 ・V-3及び脚注に示した試験区分、方法に基づき菌床栽培により、最適の培養日数の検索

とスギオガコ利用の可能性を検討した。収穫した子実体は、生重量及び絶乾重量を測定するとと

もに等級区分を行った。

(8) ビン口径の検討

優良子実体形成のための環境調整法の検討の一環としてビン口径による調整法の検討を行った。

5、10、15、20mmの4種類の口径について栽培試験を行い、収量と子実体の等級を比較した。

n
w
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3.結果と考察

温度別の菌糸体伸長

5 ~350Cの 7 段階についてPDA培地での温度別の菌糸体伸長量を調べた。結果は、図・ V-1 

のとおりで、最適伸長温度は250

C付近とみられた。

温度別の菌糸体重量

10、15、20、25、310Cの6段階について液体培養での温度別の菌糸体絶乾重量を調べた。結果

は、図・ V-2のとおりで、1O-250Cの範囲で近似した値を示した。最適温度としては、 200C付

近とみられた。

含水率別の菌糸体伸長

オガコ培地(ブナ:スーパープラン =10:2)で42%-73%の閣の 7段階について含水率別の菌

糸体伸長量を調べた。結果は、図・ V-3のとおりで、最適含水率は、 60-62%付近とみられる。

温度別子実体の発生

180Cでは、発生処理後25日目から子実体が形成してきたが、針の形成はなく、子実体の形状を

整えるためには不適な温度と思われた。 150Cでは19日目から子実体の形成が見られた。針を形成

する子実体もあったが、針を形成しない子実体も多く存在した。 120Cでは発生処理後23日目から

子実体が発生し、 150Cに比べて日数を要したが、針を形成する子実体が多く子実体の形状を整え

るためには120Cが妥当と思われた。

)
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図 V-3 ヤマブシタケ含水率jjlJ菌糸体伸長量

(5) 栽培試験(写真・ v-l)

上記の温度別子実体の発生を行った結果から、 180Cは子実体の形状を整えるためには明かに不

適と思われたので、実際の栽培レベルでの検討は120Cと150Cで行った。結果を図 ・v-4 ~ 5に

示す。 120C、150Cのいずれの温度でも、培地添加物にスーパープランを用いた区が、コーンプラ

ンを用いた区に比べて子実体の総収量が多く 、 1ビン当たり 100gを超える収量があった。しか

し、 二番発生での収量はわずかであった。発生処理後収穫までに要する日数は12
0

Cで25日、 15
0

C

で21日と 120Cが4日長くかかったが、総収量は大きな違いがなかった。子実体の等級区分を行っ

た結果、 120Cがどち らの培地添加物で も上位の等級の子実体が多く採取された。ま た、コー ンプ

ランよりスーパープランを用いた場合の方が上位の子実体が多く採取された。したがって、子実

体の形状を整えて、良質の子実体を多く採取するためには、発生温度は120C程度が妥当と考え ら

れた。また、培地添加物はコーンプランよりスーパープランを用いる方が子実体収量の点でも質

の点からも良いと思われた。

(6) 培養期間の検討

培養日数別の収量を生重量と絶乾重量について測定した結果を図・ v-6、 7に示した。生重

量及び絶乾重量とも同様の傾向を示し、ブナ区では20日培養区が最大で、以後培養日数が増すご

とに収量は減少した。スギ区では16日培養区が最大で、以後培養日数が増すごとに収量は減少し

た。 16日培養区では両者の収量はほぼ同じであ ったが、他の培養日数ではいずれもブナ区の収量

が多かった。 20 日培養以降の両者の収量差は、ブナ区に対してスギ区が60~85%程度であ っ た。

子実体の等級区分を行った結果(図・ v-8)、全体的に見るとブナ区がスギ区より上位の等級

の子実体が採取される傾向にあるが、両者とも36日培養以降は急激に上位の等級の比率が減少し

た。スギオガコもブナより収量性は劣るが、利用の可能性が十分あることが確認できた。

(7) ビン口径の検討

5、10、15、20rnrnの4種類の口径について栽培試験を行い、収量と子実体の等級を比較した。

5、10rnrnの口径では収量性、形状とも悪く 、また、 15、20rnrnで、も52rnrn口径のビンを使用した(5)及

び(6)の結果を改善できず、ビン口径を小さくすることの効果を見い出せなかった。これらの結果

を図 ・v-9 ~10に示した。

qo 
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表， V-1 ヤマブシタケ野生棒試験栽培区分

区分 培地組成 子実体の発生温度 培地含水率 供試数量

12'CBS2 プナ:スーハ'-]"うン=10:2 12'C 65% 12本

15'CBS2 ]"ナ:スーハ.ープラン=10:2 15'C 65% 12本

12'CBC2 プナ:コ』ン7'うン=10:2 12'C 64% 12本

15'CBC2 プナ:コーンアうン=10:2 15'C 64% 12本

表'V-2 ヤマ7';;タケ子実体の等級区分規格

A:針がほぼ全体に形成、褐変がない、発生量70g以上

B:針形成が全体の半分以上あるが未形成部分も目立つ、褐変が何カ所か目立つ、発生量35---69g

C:針未形成が全体の半分以上、褐変が著しく目立つ、発生量35g未満

写真・ V-1 ヤマプシタケ子実体
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ヤマブシタケ子実体等級区分図・ V-5

ヤマデシタケ栽培試験区分一培養期間の検討一

試験区分名 培地組成 培養日数 培地含水率 供試数量 菌回り回数 子実体含水率

LS16 プナ:スーハ -7うン=10:2 16 66% 12 15 92% 

LS20 プナ:スーハ.-7'うン=10:2 20 66% 12 15 92% 

LS2A プナ:スーハ.-7'うン=10:2 24 66% 12 15 93% 

LS30 7.ナ:').-j¥'-7.うン=10:2 30 66% 12 15 93% 

LS36 7.ナ:スーハ.-7.うン=10:2 36 66% 11 15 94% 

LS40 プナ:スーハ.-7.ヲン=10:2 40 66% 10 15 94% 
ー・・ ー ーーー一ー『ー一ー一 ーー ー -- - -ーーーーーーー・ ーーー . --ーー'ー一 ー ー・ ーーーー・・ー ー， ー-- --一 ーーーーーー- 『喧唱曲 ーー・-- - ー ー ・ ー ー ー

NS16 スキスーハ.-7-うン=10:2 16 69% 12 16 92% 

NS20 スキス』ハ.ープヨン=10:2 20 69% 12 16 93% 

NS24 スキスーハ.-7.ラン=10:2 24 69% 12 16 94% 

NS30 スキス』ハ.-7-うン=10:2 30 69% 12 16 93% 

NS36 スキスーハ.ープうン=10:2 36 69% 12 16 95% 

NS40 スキスーハ.-7.うン=10:2 40 69% 12 16 95% 

表 .V-3

培地重量:550g、培養温度:20'C、発生温度:13'C、

収穫:一番発生のみ

q
d
 

ピン:800ccppt.ン(口径52mm)、

菌かき処理、超音波加湿、



長野県林総セ研報第12号(1998)
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図.V-9 ヤマプシタケ栽渚試験 一口径と収量一

培地組成 7ナ:A-ハ・ ープうン=10:2.含水率65%、培地重量600g

容器 800cc広ロビン、培養温度20"C.培養期間20日問、発生処理時に

hフ7"にJM*.-)ーで5、10.15、20mmの穴を1ピンにつき2か所あけて.

13"Cで紹音波加湿により発生

VI.クリタケ菌床栽培技術の開発

1 . 目 的

菌床栽培用きのこの育種と栽培技術の改良
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図.V-1 0 ヤマプシタケ栽士宮試験 ーピン口径と子実体等級区分-

原木栽培法のみであ ったクリタケ栽培について (lh 菌床栽培法を確立するため、生理特性の解

明及び栽培技術の検討を行う。

2. 試験の方法

(1) 温度別の菌糸体伸長

3 --30
o
Cの11段階におけるPDA培地での温度別の菌糸体伸長量を調べた。供試菌は、長野県

林業総合センタ一保存の野生菌株7系統である。

(2) 含水率別の菌糸体伸長

オガコ培地(ブナ:コメヌカ=10 : 2)で50%-80%の閣の 5段階について含水率別の菌糸体

伸長量を調べた。供試菌は、長野県林業総合センタ一保存の野生菌株 2系統である。

(3) コメヌカ添加量と菌糸体伸長

ブナオガコ培地において、 7段階のコメヌカ添加量と菌糸体伸長の関係を調べた。供試菌は、

長野県林業総合センタ一保存の野生菌株 2系統である。

(4) 空調栽培法の検討(18)

①供試菌

長野県林業総合センタ一保存の野生菌株 1系統。

②袋栽 培

ア栽培手順

ブナオガコと栄養材を所定の重量比で配合し含水率調整をした培地を、ポリプロピレンの

キノコ栽培用の袋に圧縮して詰め、中央に 2ヵ所接種孔をあけた。殺菌は高圧殺菌釜により

行った。種菌は、林業総合センターで調製したオガコ種菌を用い、良くほぐした後、培地表

面全体にいきわたるように接種した。培養後、袋を裂いて培地上面を裸出し、超音波加湿機

により湿度95%以上で子実体を発生させた。収穫は子実体の傘の聞く前に株ごと採取し、傘

及び茎を合わせた全重量を測定した。
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イ 栽培試験

3段階の培養期間と 2段階の発生温度を設定して子実体の発生を図った。培養は200C一定

で行った。

③ ビン栽培

ア栽 培手順

ポリプロピレンの500ccビンに培地350gを詰め、中央にーカ所接種孔を開けた。良くほぐ

した種菌を 1本当り 15cc程度ビン口に接種した。発生は、接種した種菌部分を取り除いた後

行った。その他の手順は袋栽培と同様である。

イ 栽培試験

5つの培地組成について子実体の発生を図った。培養は200C一定で行った。

(5) 林内栽培法の検討 (19)

①供 試菌

長野県林業総合センタ一保存の野生菌株 1系統。

② 林内埋設

ア 林内埋設 (9月末)

広葉樹のチップ及びブナオガコに栄養材を添加して調製した4種類の培地を、ポリプロピ

レン製の袋に詰め、高圧殺菌後、林業総合センターで調製したオガコ種菌を接種した。 4か

月間培養後の 9月末に、原木シイタケのほだ場として用いている林内の土壌中に、袋から取

り出して裸出した培地を埋め込んだ。埋め込みの深さは、培地がちょうど土壌中にかくれる

程度とした。その後、自然状態で発生してきた子実体を株取りして収量を調査した。その他

の栽培条件は、 表 .VI -3 及び図 . VI-4~5 の脚注に示した。

イ 林内埋設 (8月末)

ブナオガ、コに栄養材を添加して調製した2種類の培地をアと同様に調製し、種菌を接種し

た。 4か月培養後の 8月末にアと同様に土壌中に埋設し、収量を調査した。その他の条件は、

表 ・VI-3 及び図 ・ VI-4~5 の脚注に示した。

(6) 簡易施設栽培法の検討 (朗

①供試菌

長野県林業総合センタ一保存の野生菌株 1系統。

② 簡易施設内による鹿沼土埋設

ブナオガコとスーパープランを容積比で10:2に配合し、上記②ーア及びイと同様に調製し

て種菌を接種した。 8か月間培養後の12月中旬に、外側にビニール、内側にタイベス卜を張っ

た暖房のみあるパイプハ ウス内(平均温度120C)に移して発生を行った。培地を袋から取り出

した後、コンテナ及びプランターに入れ鹿沼土で、埋め込んで散水し、有孔ポリで覆って保湿を

図った。その際、鹿沼土へ埋め込む深さを 2種類設けた。発生してきた子実体を株取りして収

量を調査した。その他の条件は、図 ・VI-6の脚注に示した。また、 「クリタケ特性調査法J(20) 

に基づき、同一系統を用いた原木栽培により得られた子実体と形状を比較した。

3.結果と考察

(1) 温度別の菌糸体伸長

3 ~30oCの 11段階における PDA培地での温度別の菌糸体伸長量を調べた。結果を図・羽ー 1 に

示す。菌糸体の生育温度範囲は 3~30oC程度であり、最適伸長温度は250C前後であった。 25
0

C を
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超えると伸長は急速に遅くなった。

(2) 含水率別の菌糸体伸長

オカ。コ培地(ブナ:コメヌカ=10: 2) で50%~80%の聞の5段階について含水率別の菌糸体伸

長量を調べた。結果は、図.VI -2 に示す。 ナメコと同様に65~70%で菌糸伸長が最適であった。

(3) コメヌカ添加量と菌糸体伸長

ブナオカ、コ培地において、 7段階のコメヌカ添加量と菌糸体伸長の関係を調べた。オガコ培地

への栄養材の添加量は、図.VI -3 のとおりコメヌカで培地重量の1O~20%で菌糸伸長が最適で

あった。
mm 菌稼

35 
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ー+ー G

30 

菌 25
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O 。C

3 4 7 10 l3 16 19 22 25 28 30 

温度

図 VI-l クリタケ温度別菌糸体伸長量 (PDA沼地・ 7日間)
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(4) 空調栽培法の検討

①袋栽 培

結果を表・ VI-1に示した。 3ヵ月培養では、子実体の発生はなかったが、 8ヵ月、 15カ月

培養では発生した。最も多く発生したのは15ヵ月培養14
0

C区で、発生処理後122日固までに培地

1kg当り 157gであった。

② ビン栽培

結果を表・ VI-2に示した。最も多く収量があったのは、ブナオガコにコ ーンプランを 1容

用いた区で、培地重量の15%近い収量が得られた。

(5) 林内栽培法の検討

結果を図 .VI-4-5に示した。

9月末に埋設した全ての試験区で埋設当年には子実体の発生はなく、翌年10月末から11月初旬

にかけて発生した。さらにその翌年も同時期に子実体が発生し、クリタケの培養菌床を土壌中に

埋設することで子実体を複数年発生させることができた。ただし、発生 2年目の収量は発生 l年

目の12-34%であった。

8月末に埋設した 2つの試験区で埋設当年から10月末から11月初旬にかけて子実体が発生した。

翌年も同時期に子実体が発生した。発生 2年目の収量は、発生 1年目の113-168%で、 9月末の

埋設とは逆に発生2年目が上回った。

(6) 簡易施設栽培法の検討

① 収量

結果を図 ・羽-6に示した。発生処理後 4か月間で培地重量の平均27%の収量が得られ、ビ

ン、袋による空調栽培より発生期間が集中した。培地を深く埋め込むより、培地の表面がわず

かにかくれる程度に埋め込む方が収量が良かった。

② 原木栽培との形状比較

原木栽培の子実体と形状を比較した。その結果は表・ VI-4に示したとおりで、菌床栽培に

よる子実体(写真 ・VI-1 )が、原木栽培より傘の直径が大きくなる傾向にあった。その他は

原木栽培の茎が多少長めなだけで、差は見られなかった。

表"VI-l 袋栽培結果

培養期間 発生温度 供試袋数 平均収量 信頼区間 平均個数 信頼区間

3ヵ月 14"C 8 O 。
3ヵ月 18"C 8 O O 

8ヵ月 14 "c 8 115.1 75.5-154.8 39.6 21.2-58.1 

8ヵ月 18"C 8 34.6 13.3- 56.0 10.0 3.3-16.7 

15ヵ月 14 "c 8 156.6 127.4-185.9 39.9 31.5-48.3 

15ヵ月 18"C 8 57.3 30.9- 83.6 13.1 6.2-20.1 

培地組成 7"ナ:スーハ"-7"日 =10:2(容積比) ，含水率 65%，借地重量1.2kg，

容器 7ィH-付事・リ 7"日r"レン袋，発生時湿度 95%以上，

平均収量 gj倍地1匂，平均個数個/倍地lkg，信頼区間平均値の95%信頼区間

個重 平均収量gj平均個数
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表 .Vト2 ピン栽培結果

培地組成(容積比) 供試本数 平均収量 信頼区間 平均個数 信頼区間

7.ナ:スー/¥.-7.うン=10:0.5 27 68.5 35.6-101.4 18.1 12.6-23.6 

7-ナ:スーハ"-7-うン=10:1 20 99_0 44.0-154.0 27.6 16.6-38.6 

7-ナ:コーン7-うン=10:0.5 23 76.7 44_0-109.5 18.3 11.8-24.8 

7-ナ:コ』ン7-うン=10:1 20 140.8 92.3-189.2 36.9 26.8-47.0 

7-ナ:コーン7-うン=10:2 18 135.2 80.2-190.2 31.3 21.2-41.5 

培養期間 6ヵ月，含水率 65%，培地重量 350g，容器 500cc$"リ7"口t"レン瓶，

発生温度 14'C，発生時温度 95%以上

平均収量 g/培地1kg，平均個数個/培地1kg，信頼区間平均値の95%信頼区間

偶重 平均収量g/平均個数

表.VI-3 

個重

3.8 

3.6 

4.2 

3.8 

4.3 

区分

林内埋設区培養経過

組成・栽培法 供試

717' 

行7'+オガコ

(BSO.5) 

オガコ(BSl)

ガ:bQヨS1.5)

BSl 

BS1.5 

チッ7"1.2Kg袋・ 20'C空調培養6/9-9/3簡易施設培養-9/27-土中埋設発生

チッ7"1 Kg " BS O. 5・0.2Kg袋・ 20'C空調培養6/9-9/3簡易施設培養-9/27-土中

埋設発生

BS1袋 "20'C空調培養6/9-9/3簡易施設培養-9/27一土中埋設発生

BS1.5袋 ・20'C空調培養6/9-9/3簡易施設培養一9/27一土中埋設発生

BS1袋・ 20'C空調培養5/9-8/31-土中埋設発生

BS1.5袋"20'C空調倍養5/9-8/31一土中埋設発生

量70

，......60 

i立ロ50 
地
1 40 

kg 30 

当20

ど10

O 

9 
平成5年9月末浬設

9 
平成6年8月末寝設

収 60

量 50

t音40

也~~ 11 
ロ7年

kg 20 
.6年

当
り10

O 
チップ チ77"+村'コオガコ オガコ

BS1 BS1.5 
(850.5 ) (851) (851.5) 

埋込み培地の種類 埋込み培地の種類

図.Vト4、 5クリタケ菌床土中埋設栽培

B S 1 (0.5、1.5)ブナ スーパープラン=10: 1 (0.5、1.5)容積比，
指地重量 1袋1.2kg
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9 
300 I 

収250
量

.......200 
培
地150

1 100 
kg 
当 50

り 。
表面裸出 完全埋設

鹿沼土埋込み方法

図.VI-6 クリタケ菌床箱栽培

t宮地組成 プナ:A-I¥'ープうン=10:Z (容積比)、含水率 66% 
宅地重量 1.ZKg. 71紗ー付ポリプロピレン袋、指養温度ZO"C

t宮養期間8か月.i富士也を袋から取りだして箱に並べ鹿沼土に埋設

冬期間暖房のみある/¥'オプハウス内(平均温度1Z"C)で発生

水を直後散布するとともに、ハウ1内の土に散布して空中の湿度を保った.

写真.VI-1 クリタケ菌床栽倍子実体

(鹿沼土埋設)

表 .VI-4 クリタケ原木栽培と菌床栽培の子実体形状の比較

傘の直径 傘の厚さ 茎の長さ 茎の直径

原木栽培 19 15 62 8 

菌床栽培 28 15 57 7 

単位:皿 値は原木栽培470個、菌床栽培287個の子実体の平均値

四.ナメコ培地材料に関する検討

1 .ナメコ培地及び培地成分のC/N比の測定

(1)目的

ナメ コ栽培用培地及び培地材料のC/N比を測定して、培地組成を検討するための基礎資料を

得る。

(2) 試験の方法

CNコーダー(柳本製MT-600)を用いて、プレグルデュマ法 (21)により 表 ・vn・1-1に示し

た各種培地及び培地成分のC/N比を測定した。

(3) 結果と考察

結果は表 .vn.1-1に示した。培地中の炭素源と窒素源との量比 CC/N比)は、栄養生長で

20: 1、生殖生長で30・ 1-40:1が適当とされている (却。今回の測定結果では、ナメコ栽培

に使われる培地組成は90:1程度であり、 窒素源が少なかった。また、素材単独及びオー トク レー

ブ前後でのC/N比も一部であるが把握した。

2.ナメコ培地への金属類の添加と収量

(1)目的

各種栽培きのこの培地成分の子実体への取り込みに関して研究している森林総合研究所と共同

し、分析試料の供給と添加濃度と収量の関係の把握を目的として、ナメコについて検討する。
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表・四 .1-1各種培地および培地成分の C/N比測定結果

試料名 組 成 l 炭素含有率(似) 窒素含有率(N%) C/N 

BS2 7廿れトハザ10抑←ト夕刊) 48.16 0.52 93.5 

BK2 7'ナオカ.コ:コメヌカ=10:2(オートクレー7') 46.05 0.65 70.6 

SK2 7.ナオカ.コ:コメヌカ=10:2(オートクレー7') 52.81 0.79 67.0 

HK2 tJキオカ J:コメヌカ=1O:2(オ』トクレー7') 52.57 0.80 65.4 

AK2 アカマツオカ.コ:コメヌカ=10:2(オ』トクレー7.) 52.33 0.55 94.8 

B 7-ナオがコ 48.66 0.05 888.0 

S スーハ.-7.うン 45.22 1.25 36.2 

K コメヌカ 51.78 2.55 20.3 

BO プナオカ.コ(オートクレ-7.) 50_26 0.07 691.8 

SO ス』ハ.-7-ラン(オ』トクレー7-) 48.26 1.50 32.1 

KO コメ対(オートクレープ) 52.14 2.48 21.0 

(2) 試験の方法

①供試 菌

ナメコ市販の極早生、中生、晩生各1品種

② 試験栽培

一般的なナメコ栽培において、培地中に各種の金属類を各段階の濃度で添加して定法により

栽培し、収量調査の後、乾燥子実体を子実体内への吸収量の測定に供するため、森林総合研究

所に送付した。検討した金属類は、 Zn、Cd、Cu、Hg、Pb及び:'Asで‘ある。なお、培地組成、

金属類の添加濃度、培養・発生条件、収穫方法の栽培条件は、それぞれ結果を示した図表の脚

注に記載したとおりである。

(3) 結果と考察

① Zn 

結果を表 .vn・2-1及び図 .vn・2-1に示した。早生品種については、添加濃度を変えて

2回行った。 150ppmまでの低濃度では、早生種が最も収量が低下する傾向を示したが、中生

種及び晩生種では、明確な変化を示さなかった。1，OOOppm以上の高濃度においては早生種は、

明らかな収量の減少を示し、 6，OOOppm以上では、子実体を発生しなかった。

② Cd 

結果を表 .vn・2-2及び図・ vn・2-2に示した。早生品種については、添加濃度を変えて

2回行った。 100ppmまでの低濃度では、晩生種が60ppmを越えると大幅に収量が低下するこ

とが顕著であった。早生種は、 1，OOOppm以上の高濃度では、子実体を発生しなかった。

③ Cu 

結果を図 .vn・2-3に示した。早生種は、 2，500ppmの高濃度まで収量の変化傾向を示さな

かった。 2，500ppmで、中生種は子実体を発生せず、晩生種は大幅に収量が低下した。

④ Hg 

結果を図 .vn・2・ 4に示した。いずれの品種とも、 250ppmまでは収量は変化の傾向を示

4
U
1
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さないが、 500ppmを越えると減少傾向を示 した。

⑤ Pb 

結果を図 ・vn・2-5に示した。晩生種が10ppmにおいて高収量を示 した。 その他の濃度で

は、いずれの品種とも収量の差は小さ く、8.000ppm、16.000ppmの高濃度でも際だ った収量

の減少はなか った。

⑥ As 

結果を図 ・刊 ・2・6に示した。1.000ppmを越えると、いずれの品種とも収量が減少した。

2.500ppmを越えると中生種及び晩生種は、子実体を発生しなかった。

(4) まとめ

以上のと おり、 金属 ごとに添加濃度と収量の傾向を見てきた。子実体への吸収に関しては、 森

林総合研究所において、別途報告される。

表 .vrr.2-1 Zn添加培地におけるナメコ栽培

系統 早生 中生 晩生

濃度ppm 平均収量 標準偏差 本数 平均収量 標準偏差 本数 平均収量 標準偏差本数

。106.4 16.1 10 113.0 11.9 10 49.7 29.8 11 

25 83.5 11.9 9 112.0 6.6 10 57.2 32.3 10 

50 122.0 18.8 10 118.7 11.5 10 31.5 18.9 10 

75 113.7 18.8 10 109.3 21.8 11 60.8 16.9 10 

100 99.1 21.5 10 116.2 7.4 10 26.6 25.6 11 

125 83.6 36.2 10 111.4 23.0 10 57.8 21.4 10 

150 50.1 34.4 10 90.3 29.5 11 63.6 22.3 11 

容器:800cc広口t・ン 培 養 :20'C 発生15'C超音波加湿 収穫 1番発生のみ

オガコ :プナ 栄養材:フスマ(ビン当たり 46g) 含水率65%

系統

表 .vrr.2-2 Cd添加培地におけるナメコ栽培

早生 | 中生 晩生

濃度ppm 平均収量 標準偏差 本数 |平均収量 標準偏差 本数 |平均収量 標準偏差 本数

01 88.2 11.7 12 111.2 30.6 11 34.9 24.4 11 

101 74.9 

201 77.3 

401 101.0 

60 I 78.5 

29.1 10 99.8 12.4 10 42.3 

16.2 11 83.4 21.4 10 74.9 

35.9 10 

50.6 10 

70.6 10 
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容器 :800cc広ロビ ン 倍養 :20'C 発生15'C超音波加湿 収穫:1番発生のみ

オガコ:プナ 栄養材:フスマ(ビン当たり 46g) 含水率65%
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g/ピン
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2100 

E平均値±標準偏差

50 

O ppm 
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図・VII・2-1 ナメコ培地への金属類の添加と収量(Zn、早生)
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図.VII・2-2 ナメコ培地への金属類の添加と収量(Cd、早生)
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図'VII'2-4 ナメコ培地への金属類の添加と収量(Hg)
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図.VII.2・5 ナメコ培地への金属類の添加と収量(Pb)
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菌床栽培用きのこの育種と栽培技術の改良

珊.おわりに

きのこの栽培型は、使用する基質により原木栽培と菌床栽培に分けられる。特に、生産の効率性か

ら菌床栽培が大きな比重を占め、生産施設の高度化及び大型化が進んでいる。現在、菌床栽培技術が

実用化され、一般的に生産 ・消費されているき のこの種類は10品目にも満たなし、。また、これらの主

要品目も全国的な生産技術の向上による供給過剰等により市場価格が低迷 し、生産者にとって生産コ

ストの低減や単位当り収量の増加が必要とな っている。

このようなき のこ産業の現状にかんがみ、平成 3年度~平成 7年度に林野庁補助 「地域バイオテク

ノロジ一実用化技術研究開発事業jの一環として、農林水産省森林総合研究所及び23県が共同して、

遺伝資源の探索、きのこ新品種 ・新品目の開発及び生産技術の改良が図られた。

本県も当該プロジェクトの一員として、野生きのこの探索を行い遺伝資源収集に努める とともに、

それらを利用してナメコ空調栽培用極早生品種の開発及びヌメリスギタケ、ヤマブシタケ、クリタケ

の菌床栽培技術の開発を行った。ま た合わせて、きのこ培地材料に関する検討を行った。

ナメコ空調栽培用極早生 2品種を開発し、 平成7年度に品種登録の出願を行ったが、今後は普及を

検討する。また、収集した野生菌株、育種の過程で得た育種素材、選抜法に関する知見及び経験則を

利用してさらに優良品種の開発を図る。

ヌメリスギタケ、ヤマブシタケについては、普及事業との連携を図りながら、今回の試験結果を基

にして栽培指標等を示せるよう検討する。また、引き続き効率的生産技術の開発に努める。

クリタケについては原木栽培のみであったが、菌床栽培により生産可能なことを示すことができた。

しかし、空調施設栽培の実用化には、生産コストの上から栽培期間の単縮や収量性の向上等の課題が

今後に残された。培養菌床の林内土壌中への埋設や簡易施設内での発生法の検討を行い、低コスト生

産技術を示した。これらについても普及事業と連携しながら、利用の可能性を探る。

きのこ栽培用オガ、コ培地及び培地材料のC/N比を測定した。検討例はわずかであるが、これまで

液体培地等で検討されていた測定を、実際の栽培に供する培地及び培地材料で行った。今後は、簡易

な手法で栽培過程と関連付けながら、培地の栄養源や組成について検討を進めてし、 く。

森林総合研究所では、きのこ栽培において培地成分の子実体内への吸収について検討している。各

種金属類を培地に添加してナメコ栽培を行い、分析試料の供給と添加濃度と収量の関係の把握を行っ

た。分析結果については、森林総合研究所から別途報告されるが、きのこ栽培における基礎的資料の

収集に寄与した。

きのこ生産を取り巻く環境としては、シイタケの輸入量の増大、きのこ栽培への企業の参入、消費

者の曙好の多様化等の進展がある。 中山間地域の重要な産業として、今後も振興していくために、さ

らに優良品種の開発、新たな栽培品目の作出、栽培方法の改良、薬理的効果等も考慮した機能性きの

この開発等、多角的な試験研究を一層推進する必要がある。

おわりに、野生きのこの採集に際して、ご協力いただいた関係地方事務所及びきのこ関係機関に深

く感謝申し上げる。ま た、育種方法について貴重なご助言を頂いた、多くのきのこ研究者の皆様に厚

くお礼申し上げる。

亡。
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発 生 の 特 徴 採 3拠 及 び 分 厳

種 名 菌稼番号 探築地 備考

樹 種 発生位置 子実体の特徴 腐朽型 発生型 採集年月日 採集者 分自E源 分自E年月日 分隊者

エノキタケ 1 福井県和泉村 プナ 倒木樹皮 傘粘性 白色腐朽 東生 1993.10.26 地野和彦他 多胞子 1993.10.26 地野和彦

エノキタケ 2 徳井県和泉村 ブナ 倒木樹皮 傘粘性 白色腐朽 東生 1993.10.26 地野和彦他 多胞子 1993.10.26 地野和彦

エノキタケ 3 富山県平村 コウゾ 栂稼 傘粘性 白色腐朽 東生 1995.11. 8 増野和彦他 多胞子 1995.11.8 増野和彦

エノキタケ 4 富山県平村 コウゾ 根稼 傘粘性 白色腐朽 京生 1995.11.8 増野和彦他 多胞子 1995.11.8 増野和彦
キナメツムタケ 1 小谷村 広葉樹 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 京生 1993.10.19 増野和彦 組織 1993.10.19 地野和彦
キナメツムタケ 2 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 愈粘性有り 白色腐朽 ~生 1994.11.1 増野和彦他 車到犠 1994.11.1 地野和彦
クリタケ 1 塩民市 広葉樹 伐根 傘半球形 白色腐朽 京生 1991.10.11 増野和彦 組織 1991.10.11 増野和彦
クリタケ 2 塩民市 広葉樹 伐根 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.11 噌野和彦 *.lIJ畿 1991.10.11 増野和彦
クリタケ 3 温民市片丘 広葉樹 伐板 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.13 噌野和彦 組織 1992.10.13 地野和彦
クリタケ 4 長野市飯綱高原 広葉樹 伐綴 傘半球形 白色腐朽 京生 1993.10.5 増野和彦 組織 1993.10.5 増野和彦
クリタケ 5 長野市飯綱高原 広葉樹 伐根 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.5 増野和彦 組織 1993.10.5 地野和彦
クリタケ 6 長野市飯綱高原 広葉樹 イ支根 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.5 増野和彦 組織 1993.10.5 地野和彦
クリタケ 7 長野市飯綱高原 広葉樹 伐線 傘半球形 白色腐朽 京生 1993.10.5 増野和彦 組織 1993.10.5 網野和彦
クリタケ 8 長野市飯綱高原 広葉樹 伐栂 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.5 噌野和彦 組織 1993.10.5 増野和彦
クリタケ 9 小谷村 広葉樹 伐栂 傘半球形 白色腐朽 ~生 1993.10.19 噌野和彦 組織 1993.10.19 副首野和彦
クリタケ 10 福井県和泉村 広葉樹 伐額 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 機野和彦 組織 1993.10.26 地野和彦
クリタケ 1 1 福弁県和泉村 広葉樹 伐栂 傘半球形 白色腐朽 京生 1993.10.26 地野和彦 組織 1993.10.26 増野和彦
クリタケ 12 福井県和泉村 広葉樹 伐綴 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 増野和彦 組織 1993.10.26 地野和彦
クリタケ 13 塩尻市片丘 広葉樹 伐線 *半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 地野和彦 組織 1993.10.26 増野和彦
クリタケ 14 温尻市片丘 広葉樹 伐綴 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 地野和彦 組織 1993.10.26 増野和彦
クリタケ 15 秋図県鳥海町 広葉樹 伐楓 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
クリタケ 16 秋田県鳥海町 広葉樹 伐椴 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 b曽野和彦
クリタケ 17 耕す 広葉樹 伐楓 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組蛾 1995.10.8 増野和彦
クリタケ 18 射す 広葉樹 伐栂 傘半球形 白色腐朽 ~生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.86 増野和彦
クリタケ 19 栄村 広葉樹 伐根 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 稲野和彦
クリタケ 20 耕す 広葉鮒 伐栂 傘半球形 白色腐朽 京生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦
サンゴハリタケ 1 只見町 プナ 1992.10.21 小出縛志 組織 1992.10.29 嶋野和彦
シイタケ 1 入広瀬村大白川 プナ 倒木樹皮 半円形 白色腐朽 単生 1992.11. 20 浅井康夫 組織 1992.11. 24 地野和彦
シロナメツムタケ l 長野市飯綱高原 広葉樹 落葉 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1993.10.5 増野和彦 組織 1993.10.5 増野和彦
スギタケ 1 松本市 広葉鮒 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.9.21 地野和彦 組織 1991. 9. 21 増野和彦
チャナメツムタケ l 塩民市片丘 広葉樹 落葉 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1992.11. 2 増野和iit 組織 1992.11. 2 血園野和彦
チャナメツムタケ 2 長野市飯綱高原 広葉樹 落葉 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1993.10.5 構野和彦 組織 1993.10.5 地野和彦
チャナメツムタケ 3 長野市飯綱高原 広葉樹 落葉 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1993.10.5 増野和彦 組織 1993.10.5 増野和彦
チャナメツムタケ 4 秋図県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 車邸犠 1994.11.1 持自野和彦

No. 研究償問名 :長野県林業総合センター
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発 生 の 特 徴 保 9県 及 び 分 厳

種 名 薗稼番号 採集地 備考

樹 種 発生位置 子実体の特徴 腐朽型 発生型 採集年月日 採集者 分般源 分般年月日 分隊者

チャナメツムタケ 5 栄村 プナ 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦

チャナメツムタケ 6 栄村 プナ 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦

チャナメツムタケ 7 栄村 プナ 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦

チャナメツムタケ 8 射す プナ 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦

トキイロヒラタケ 1 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半円形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦

ナメコ 1 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.9.11 増野和彦 組織 1991. 9.11 場野和彦

ナメコ 2 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.9 増野和彦 組織 1991.10.9 増野和彦

ナメコ 3 小谷村 フ'ナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.9 増野和彦 組織 1991.10.9 地野和彦

ナメコ 4 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽， 東生 1991.10.9 地野和彦 組織 1991.10.9 増野和彦

ナメコ 5 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.9 増野和彦 組織 1991.10.9 増野和彦

ナメコ 6 小谷村 プナ 倒木樹皮 *半球形 白色腐朽 京生 1991.10.9 増野和彦 組織 1991.10.9 増野和彦

ナメコ 7 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.9 地野和彦 組織 1991.10.9 埼自野和彦

ナメコ 8 野沢温泉村 プナ 倒木繍皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.15 増野和彦 組織 1991.10 .15 地野和彦

ナメコ 9 野沢温泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.16 増野和彦 組織 1991.10.16 増野和彦

ナメコ 10 野沢温泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.16 増野和彦 組織 1991.10.16 機野和彦

ナメコ 1 1 野沢温泉村 ブナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.16 増野和彦 組織 1991.10.16 場野和彦

ナメコ 12 野沢温泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.16 増野和彦 組搬 1991.10 .16 増野和彦

ナメコ 13 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.18 増野和彦 組組 1991.10.18 増野和彦

ナメコ 14 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.18 増野和彦 組織 1991.10.18 地野和彦

ナメコ 1 5 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.18 猶野和彦 組織 1991.10.18 増野和彦

ナメコ 16 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.18 t曽野和彦 組織 1991.10.18 地野和彦

ナメコ 17 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1991.10.18 増野和彦 組織 1991.10.18 増野和彦

ナメコ 18 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.7 増野和彦 組織 1992.10.7 増野和彦

ナメコ 19 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.7 地野和彦 組織 1992.10.7 増野和彦

ナメコ 20 入広淑村大白川 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.21 地野和彦 組織 1992.10.21 増野和彦

ナメコ 2 1 入広瀬村大白川 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.21 増野和彦 組織 1992.10.21 織野和彦

ナメコ 22 入広淑村大白川 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.21 増野和彦 組織 1992.10.21 稲野和彦

ナメコ 23 入広瀕村大白川 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.21 相野和彦 組織 1992.10.21 構野和彦

ナメコ 25 入広瀬村大白川 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 京生 1992.10.21 増野和彦 組織 1992.10.21 網野和彦

ナメコ 26 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 漕野和彦他 多胞子 1992.10.28 織野和彦

ナメコ 27 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 増野和彦他 組搬 1992.10.28 増野和彦

ナメコ 28 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 構野和彦他 組織 1992.10.28 地野和彦

ナメコ 29 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 増野和彦他 組織 1992.10.28 増野和彦

研究機関名:長野県林業総合センター
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No. 3 

発 生 の 特 徴 採 1裏 及 び 分 厳

種 名 菌捺番号 採集地 備考

樹 種 発生位置 子実体の特徴 腐朽型 発生型 採集年月日 採集者 分厳源 分般年月日 分隊者

ナメコ 30 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 増野和彦他 多胞子 1992.10.28 増野和彦

ナメコ 3 1 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 増野和彦他 材 1992.10.28 増野和彦

ナメコ 32 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 増野和彦他 組織 1992.10.28 増野和彦

ナメコ 33 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 増野和彦

ナメコ 34 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 増野和彦

ナメコ 35 小谷村 フ'ナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 増野和彦

ナメコ 36 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半涼形 白色腐朽 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 増野和彦

ナメコ 37 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 増野和彦

ナメコ 38 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 樋野和彦

ナメコ 39 福井県和泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 曲目野和彦他 組織 1993.10.26 噌野和彦

ナメコ 40 福井県和泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 増野和彦他 組織 1993.10.26 滑野和彦

ナメコ 41 福井県和泉村 フ'ナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 地野和彦他 組織 1993.10.26 増野和彦

ナメコ 42 領井県和泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 地野和彦他 組織 1993.10.26 増野和彦

ナメコ 43 福井県和泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1993.10.26 増野和彦他 組織 1993.10.26 増野和彦

ナメコ 44 新潟県黒川村 フ'ナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.9.29 増野和彦他 組織 1994.9.29 地野和彦

ナメコ 45 山形県朝日村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.10.6 増野和彦他 組織 1994.10.6 地野和彦

ナメコ 46 山形県朝日村 プナ 倒木樹皮 .半球形 白色腐朽 東生 1994.10.6 織野和彦他 組織 1994.10.6 増野和彦

ナメコ 47 山形県朝日村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.10.6 地野和彦他 組織 1994.10.6 増野和彦

ナメコ 48 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994 .11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦

ナメコ 49 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 地野和彦

ナメコ 50 秋閏県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994 .11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦

ナメコ 5 1 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦

ナメコ 52 秋岡県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 *生 1994.11.1 増野和彦他 *11撒 1994.11.1 地野和彦

ナメコ 53 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994 .11.1 増野和彦他 組嫌 1994.11.1 治野和彦

ナメコ 54 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 55 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 .半球形 白色腐朽 東生 1994 .11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 地野和彦
ナメコ 56 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 地野和彦
ナメコ 57 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦

ナメコ 58 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 59 秋田県，鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 60 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 網野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 6 1 秋田県鳥海町 フ'ナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組撤 1994.11.1 地野和彦
ナメコ 62 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 幡野和彦
ナメコ 63 秋田県鳥海町 プナ 倒木布陣皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦f也 組織 1994.11.1 増野和彦

研究纏関名:長野県林業総合センター

ー
ニ
∞
|



I民多耗E画家朱「直~J3転業主主宰音F目き OJこ OJ事亀問置と業主主主音主支例苛OJ己文昆ヨ~J士也怠或ノミ寸'五テラユラ7/ノ亡ヨ三二P一一石汗多宅

知
期
満
雰
封
勝
ム
同
盟
謡
獄
-
N
h州

(HS∞)

No. 4 

発 生 の 特 徴 採 集 及 ひ 分 商産

種 名 薗椋番号 探築地 備考

樹 種 発生位置 子実体の特徴 腐朽型 発生型 採集年月日 採集者 分雌源 分般年月日 分般者

ナメコ 64 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 治野和彦
ナメコ 65 秋田県鳥海町 プナ {担j木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 66 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 網野和彦他 組織 1994.11.1 網野和彦
ナメコ 67 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 68 秋田県，鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 69 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 噌野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 70 秋田県鳥海町 ブナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和創出 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 7 1 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 72 秋田県鳥海町 フ'ナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 73 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 74 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 猶野和彦
ナメコ 75 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11. 1 増野和彦他 組織 1994.11.1 槽野和彦

ナメコ 76 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 網野和彦

ナメコ 77 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11. 1 増野和彦他 組織 1994.11.1 治野和彦

ナメコ 78 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 *野和彦他 組織 1994.11.1 地野和彦

ナメコ 79 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 11野和彦
ナメコ 80 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 増野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦
ナメコ 81 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11. 4 増野和彦他 組織 1994.11.4 噌野和彦

ナメコ 82 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 地野和彦
ナメコ 83 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦
ナメコ 84 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 櫓野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦
ナメコ 85 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦
ナメコ 86 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦
ナメコ 87 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野手口彦他 組織 1995.10.8 樋野和彦
ナメコ 88 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 地野和彦他 組組 1995.10.8 猶野和彦
ナメコ 89 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦
ナメコ 90 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半要員形 白色腐朽 東生 1995.10.8 地野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦
ナメコ 9 1 富山県平村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.11.8 噌野和彦他 組織 1995.11.8 増野和彦
ナメコ 92 富山県平村 プナ 倒木樹皮 愈半球形 白色腐朽 東生 1995.11.8 治野和彦他 組織 1995.11.8 噌野和彦
ナメコ 93 富山県平村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.11.8 増野和彦他 組織 1995.11.8 増野和彦
ナメコ 94 富山県平村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.11. 8 増野和彦他 組織 1995.11.8 地野和彦
ナメコ 95 富山県平村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.11.8 地野和彦他 組織 1995.11.8 噌野和彦
ナラタケ 1 小谷村 プナ 倒木樹皮 つば有り 東生 1992.10.7 地野和彦他 組織 1992.10.7 増野和彦
ナラタケ 2 小谷村 プナ t自j木樹皮 つぽ有り 東生 1993.10.19 増野和彦 組織 1993.10.19 増野和彦

研究繊関名:長野県林業総合センター
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No. 5 

発 生 の 特 徴 採 9際 及 び 分 般

種 名 菌稼番号 採集地 備考

側 種 発生位置 子実体の特徴 腐朽型 発生型 採集年月日 採集者 分隊源 分雌年月日 分書在者

ナラタケ 3 山形県朝日村 プナ 倒木樹皮 つば有り 東生 1994.10.6 幡野和彦他 組織 1994.10.6 t曽野和彦

ヌメリスギタケ l 野沢温泉村 ブナ 倒木樹皮 愈粘性有り 白色腐朽 東生 1991.10.16 増野和彦 組織 1991.10.16 白首野和彦

ヌメリスギタケ 2 福岡県九重町 広葉樹 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 .. 生 1992.9.25 噌野和彦 組織 1992.9.25 地野和彦

ヌメリスギタケ 3 小谷村 広葉繍 倒木樹皮 愈粘性有り 白色腐朽 東生 1993.10.19 地野和彦 組織 1993.10.19 増野和彦

ヌメリスギタケモドキ l 松本市三城 ヤナギ立木 枝 傘大形ヤヤ粘性 白色腐朽 京生 1992.10.8 増野和彦 組織 1992.10.8 自首野和彦

ヌメリスギタケモドキ 2 松本市三城 広葉樹 倒木樹皮 傘粘性有り 白色腐朽 *生 1994.10.14 増野和彦 組織 1994.10.14 増野和彦

ハタケシメジ l 三郷村 不明 地上 .'鰻顕形 東生 1991.10.14 細野和彦 組織 1991.10.14 増野和彦

ハタケシメジ 2 三鱒村 不明 地上 傘鰻顕形 東生 1991.10.14 増野和彦 組織 1991.10.14 槽野和彦

/、タケシメジ 3 小谷村 不明 地上 傘鰻蹟形 東生 1992.10.7 増野和t.t 組織 1992.10.7 増野和彦

ハタケシメジ 4 塩尻市 不明 地上 傘鰻顕形 東生 1994.9.22 曲目野和彦 組組 1994.9.22 地野和彦

ハタケシメジ 5 新潟県朝日村 不明 地上 傘鰻顕形 東生 1994.9.29 本間広之 組織 1994.9.29 地野和彦

ヒラタケ 1 木曾福島町 広葉樹 倒木樹皮 半円形 白色腐朽 京生 1992.6.11 竹内正 組組 1992.6.11 地野和彦

ヒラタケ 2 入広淑村大白川 プナ 倒木樹皮 半円形 白色腐朽 東生 1992.10.21 織野和彦他 組織 1992.10.21 増野和彦

ヒラタケ 3 塩尻市高率..，f高原 広葉樹 倒木樹皮 半円形 白色腐朽 東生 1993.10.9 治野和彦 多胞子 1993.10.9 織野手口jま
ヒラタケ 4 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 半円形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦

ヒラタケ 5 富山県平村 ブナ 倒木樹皮 学円形 白色腐朽 東生 1995.11. 8 地野和彦他 組織 1995.11.8 地野和彦

プナシメジ 1 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 増野和彦他 組織 1992.10.29 湘野和彦

プナシメジ 2 只見町 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1992.10.27 網野和彦他 組織 1992.10.29 増野和彦

プナシメジ 3 秋田県鳥海町 プナ 倒木謝皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 自白野和彦

プナシメジ 4 秋田県鳥海町 フ'ナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 増野和彦

プナシメジ 5 栄村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 楢野和彦

プナシメジ 6 耕す プナ 倒木樹皮 傘半球形 白色腐朽 東生 1995.10.8 梅野和彦他 組織 1995.10.8 治野和彦

プナハリタケ 1 野沢温泉村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 群生 1991.10.16 増野和彦 組織 1991.10.16 増野和jJ

プナハリタケ 2 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 群生 1991.10.18 織野和彦 組織 1991.10.18 増野和彦

プナハリタケ 3 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘半球形 群生 1993.10.19 樋野和彦他 多胞子 1993.10.19 増野和彦

マイタケ 1 新潟県黒川村 プナ 線稼 傘扇形 1994.9.29 治野和彦他 組織 1994.9.29 増野和彦

マイタケ 2 新潟県黒川村 プナ 線車窓 傘扇形 1994.9.29 地野和彦他 組織 1994.9.29 網野和彦

マイタケ 3 新潟県黒川村 プナ 栂稼 傘扇形 1994.9.29 増野和彦他 組織 1994.9.29 増野和彦

マイタケ 4 山形県朝日村 プナ 栂稼 傘扇形 1994.10.6 増野和彦他 組踊 1994.10.6 増野和彦

マイタケ 5 山形県朝日村 プナ 根椋 傘扇形 1994.10.6 自慢野和彦他 組織 1994.10.6 網野和彦
マイタケ 6 山形県朝日村 プナ 機稼 傘扇形 1994.10.6 増野和彦他 組織 1994.10.6 犠野和彦

マイタケ 7 山形県朝日村 プナ 栂稼 傘扇形 1994.10.6 地野和彦他 組織 1994.10.6 治野和彦

マツオウジ 1 上伊都郡 傘貧褐色村?レ 褐色腐朽 孤生 1991.6.15 竹内正他 組織 1991. 6.15 網野和彦

マツオウジ 2 塩民市 針葉樹 ベンチ 傘貧褐色刊?レ 褐色腐朽 孤生 1993.6.2 増野和彦 組織 1993.6.2 噌野和彦

研究機関名:長野県林業総合センター
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No. 6 

発 生 の 特 徴 探 ，際 及 ひ 分 般
種 名 薗椋番号 採集地 備考

樹 種 発生位置 子実体の特徴 腐朽型 発生型 採集年月日 採集者 分厳源 分隊年月日 分般者

ムキタケ 1 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1991.10.18 増野和彦 組織 1991.10.18 車種野和彦
ムキタケ 2 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1991.10.18 地野和彦 組織 1991.10.18 地野和彦
ムキタケ 3 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝膿形 東生 1992.10.7 地野和彦 組織 1992.10.7 湘野和彦
ムキタケ 4 只見町 プナ 倒木樹皮 傘肝機形 東生 1992.10.27 地野和彦 組織 1992.10.29 地野和彦
ムキタケ 5 只見町 プナ 倒木樹皮 傘肝機形 東生 1992.10.27 治野和彦 組織 1992.10.29 幡野和彦
ムキタケ 6 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1993.10.19 増野和彦飽 組織 1993.10.19 織野和彦
ムキタケ 7 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 増野和彦
ムキタケ 8 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 治野和彦
ムキタケ 9 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 京生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 補野和彦
ムキタケ 10 小谷村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1993.10.19 増野和彦他 組織 1993.10.19 湘野和彦
ムキタケ 1 1 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 愈肝臓形 東生 1994.11.1 地野和彦他 組織 1994.11.1 楢野和彦
ムキタケ 12 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 京生 1994.11.1 清野和彦他 組織 1994.11.1 噌野和彦

ムキタケ 13 秋田県鳥海町 プナ 倒木樹皮 取肝臓形 東生 1994.11.1 幡野和彦他 組織 1994.11.1 網野和彦
ムキタケ 14 鮒す プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 京生 1995.10.8 噌野和彦他 組織 1995.10.8 増野和彦

ムキタケ 15 耕す プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1995.10.8 精野和彦他 組織 1995.10.8 織野和彦

ムキタケ 16 栄村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 地野和彦
ムキタケ 17 耕す プナ 倒木樹皮 命肝臓形 東生 1995.10.8 増野和彦他 組織 1995.10.8 地野和彦
ムキタケ 1 8 栄村 プナ 倒木樹皮 傘肝臓形 東生 1995.10.8 細野和彦他 組織 1995.10.8 噌野和彦
ムキタケ 19 富山県平村 プナ 倒木樹皮 傘肝膿形 東生 1995.11.8 噌If和彦他 組織 1995.11.8 増野和彦
ムキタケ 20 富山県平村 プナ 倒木樹皮 傘肝銭形 東生 1995.11.8 増野和彦飽 組織 1995.11.8 機野和彦
ヤマプシタケ 1 野沢温泉村 プナ 倒木木口 扇球形 白色腐朽 孤生 1991.10.16 増野和彦 組織 1991.10.16 漕野和彦

研究繊閥名:長野県林業総合センター
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